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地域から日本を変える

第17回ハイライフセミナー

７つの提案

日本の環境首都コンテスト

1

環境首都コンテスト全国ネットワーク
NPO法人 環境市民 杦本育生

持続可能な社会を創る７つの提案
1  ⼈を⽣かす、創る
2 地域の将来像を描く
3 戦略的に事業を組⽴てる
4 環境、経済、社会を合わせる
パ トナ シ プを深める

2

5 パートナーシップを深める
6 ⾏政を総合化する
7 率先例をつくりだす
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1 ⼈を⽣かす、創る
地域の公共をより良くするリーダー、コーデ
ィネーターが各セクターにいること、そのよ
うな⼈を創出していくこと

2 地域の将来像を描く
地域特性を⽣かした持続可能で豊かな地域の
将来像を多様な参画をえながら描くこと

3 戦略的に事業を組⽴てる3 戦略的に事業を組⽴てる
将来像を実現するための道筋が、総合計画環
境基本計画などで明確に⽰され、実⾏と評価
に住⺠参加の仕組みがあること

3

4 環境、経済、社会を合わせる
環境、経済、社会―の３要素を合わせた相乗効
果の得られる事業、活動を考案し優先すること

5 パートナーシップを深める
参画と対話を⾃治体運営の基礎にすえ、その仕
組みをつくること

6 ⾏政を総合化する
⾏政組織の縦割り弊害を除去し、総合的な施策
⽴案と実施体制をつくること

7 率先例をつくりだす
多くの⼈々が実際に⾏動に移すために、⼈々に
希望と勇気を与える成果事例をつくりだすこと4
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持続可能な社会を創る７つの提案
1  ⼈を⽣かす、創る
2 地域の将来像を描く
3 戦略的に事業を組⽴てる
4 環境、経済、社会を合わせる
パ トナ シ プを深める

5

5 パートナーシップを深める
6 ⾏政を総合化する
7 率先例をつくりだす

6
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五十崎 小田川 日本の近自然改修発祥の地

住民が日本の河川改修を変えた
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遊佐町少年町長・少年議会公選事業

１）自分たちの代表を選び、政策を実現していく過程を通じて、若者が民主主義を

体験・学習し、社会の構成システムを学ぶ

２）若者の視点による町政への提言や意見を町が積極的に取り上げることを通じ）若者 視点 る町政 提言 意見を町 積極 取り げる を通

て、若者の町政参加を促す

３）関係者すべてが町政に対する若者の意見を学び、若者たちが社会システムや

民主主義を学ぶという相互共育の場とする

・町内すべての中学生、高校生の中から少年町長・議員を選出し、議会を構成

・議会独自の政策予算は45万円（平成18年度）、

・町への提言にともなう予算は所管課で別途予算化

9

・予算をともなう審議があるため、議会には各課長が出席

・少年議会独自政策で、音楽イベント「遊佐ＲＯＣＫ」開催、駅前商店街の空き店舗

を活用した喫茶店開店等が実現

少年議会の提案により町が実現したものは、通学路への防犯灯・カーブミラー設

置、遊佐町デザインポスター作成、ふるさとＣＭ大賞への参加

尼崎市改革改善運動（YAAるぞ運動）

職員が、自ら自分の業務を見直し、課題を見
つけ 改善していく」こと それを促す運動つけ、改善していく」こと。それを促す運動

理由1 財政難で、大幅な歳出削減
５ヵ年で800億円削減⼀般会計予算は1,844億円 2009年度

理由2 職員の意欲を高める
現場発信の改善で 負担感をなくす

10

現場発信の改善で、負担感をなくす

⽬的 職員の創意と⼯夫で、できるだけお
⾦をかけずに課題を解決する⼒をつける
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気仙沼市⽴⾯瀬⼩学校
１年 -⾃然と祭プロジェクト 『ふれあおう ⾃然！祭り！』

〜
６年 -環境未来都市プロジェクト『僕らは地球⼈！〜ウォーター
フロント未来都市・⾯瀬編』

全学年 約100時間
連携したESD
プログラム
写真提供 及川幸彦⽒

海海のミュージアムプロジェクトのミュージアムプロジェクト -- ５年５年海海のミュージアムプロジェクトのミュージアムプロジェクト -- ５年５年

ブナ林の観察ブナ林の観察 海藻おし海藻おし
ばば

まぐろ料理教室まぐろ料理教室

磯の⽣物観察磯の⽣物観察 まぐろ船乗船まぐろ船乗船
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米国との共同学習による地球的視野の育成米国との共同学習による地球的視野の育成

写真・資料提供 及川幸彦⽒

安城市 環境首都を目指す

ESD職員研修
• 行政職員の中に「環境首都実現へのモチベーション」を育む
• 持続可能な地域づくりに向けて「部局を超えた取り組み」「市民との協

働 積極的 組 仕組 を生 す働」に積極的に取り組む風土と仕組みを生み出す
• ESDの視点から、地域のリソースを生かした学習プログラムや活動を市

民との協働でつくる
• 市民と行政職員の協働による環境首都づくりに向けた施策、活動のア

イデアが生まれ、実行に移されていくことを促進する

14
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職員研修テーマ
第１回 ＜ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ＞ 「学習と協働で生み出す、持続可能な地域社会」

第２回 ＜環境＞ 「地球環境問題と私たちの暮らし、安城市の未来」

第３回 ＜多文化共生＞ 「多様な人々が暮らすまちが抱える課題に取り組む」

第４回 ＜教育＞ 「子供が育つ社会環境、学校と地域の教育力の今」

第５回 ＜食と農＞ 「これからの一次産業、農のあるライフスタイル」

第６回 ＜経済＞ 「地域社会とグローバリズム」

第７回 ＜先進地に学ぶ＞

「環境首都のライバルに学ぶ 持続可能で豊かな地域づくり」

第８回 ＜市民との協働＞ 「市民が元気になる秘訣 協働がうまくいく秘訣」

15

第８回 ＜市民との協働＞ 「市民が元気になる秘訣、協働がうまくいく秘訣」

第９回 ＜ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ企画＞ 「安城ESD・環境首都づくり プロジェクトをプランする」

専⾨家の講義 ＋ 参加型のワークショップ

参加職員のふりかえり
講座を振り返って、あなたが得た⼀番⼤きなものは？

具体的な問題点を知ることが グル プワ クがたくさんあり ま具体的な問題点を知ることが
できた。それより、自分の視点
が変わったと思う。
（行政課 I さん）

環境問題は水や大気汚染と思

グループワークがたくさんあり、ま
とめ役や人前での発表についても
少し自信がついた。
（市民課 Mさん）

16

環境問題は水や大気汚染と思っ
ていましたが、多文化共生、経済
といた生活環境も含めての学習は
有意義だった。
（土地改良課 Oさん）
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よい刺激になるし、今後環
境問題も 市⺠との協働も 市全体で取り組み必要のあ

参加職員のふりかえり
講座への参加を、他の職員へ勧めたいですか？その理由は？

境問題も、市⺠との協働も
どちらも市政運営に必ず必
要な要素であるから。
（市⺠活動課 Nさん）

市全体で取り組み必要のあ
る環境問題に対して、⼤き
な意識改⾰が図れる。
（介護保険課 Oさん）

17

⼀部の職員の環境への意識を
⾼めるのではなく、全職員に

対して⾏うべき
（南明治整備課 Tさん） 回答者

２１名／２１名

勧めたい

１００％

持続可能な社会を創る７つの提案
1  ⼈を⽣かす、創る
2 地域の将来像を描く
3 戦略的に事業を組⽴てる
4 環境、経済、社会を合わせる
パ トナ シ プを深める

18

5 パートナーシップを深める
6 ⾏政を総合化する
7 率先例をつくりだす
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安城市総合計画

めざす都市像
市⺠とともに育む環境⾸都・安城

専任の副市⻑をおく

北九州市世界の環境首都をめざす
グランド・デザインの策定

20
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環境首都推進室を設置

環境首都 予算
207事業 総事業費116億円

境 事市民環境力強化 54事業18億円
都市の美しさ向上 52事業41億円
地球温暖化防止 49事業48億円
環境経営・ビジネス 23事業 3億円
監視・指導の強化 29事業6億円

21

横断的な取り組みを推進
広報室 企画政策室 技術監理室 総務市民局 保健福祉局、環境
局、産業学術振興局、経済文化局、建設局、建築都市局
港湾空港局、水道局、教育委員会

福知⼭市環境基本計画 総合ビジョン

22
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持続可能な社会を創る７つの提案
1  ⼈を⽣かす、創る
2 地域の将来像を描く
3 戦略的に事業を組⽴てる
4 環境、経済、社会を合わせる
パ トナ シ プを深める

23

5 パートナーシップを深める
6 ⾏政を総合化する
7 率先例をつくりだす

市民委員が主体となって作成した
環境基本計画書

24
⽇進市津⼭市 碧南市
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2001年度

ワ
ー
ク
シ
ョ

フ
ィ
ー
ル
ド

市
民
の
思
い

市
民
提
案
作

つやま環境
市民委員会

ョ
ッ
プ

ド
ワ
ー
ク

い
を
形
に

作
成４０名公募

2002年度
市
民

委
員

計
画
策
定

25

民
提
案
を
た
た
き
台

員
会
と
市
と
の
協
議

定

条
例
制
定

ワークショップ風景

２年間通算

141回の

会合開催！！

26フィールドワーク風景

会合開催！！
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27

ニセコ町 環境評価作業部会

隔週～毎週開催

28

現地調査も

環境首都コンテスト 東北地域交流会 2009
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最終年（２０１１年）
到達目標に対する
達成度合い

白書本編での評価事例

当該年度の達成目標
に対する達成評価の

29

に対する達成評価の
程度

◎：満足
○：ほぼ満足
△：やや不満
×：不満

概要版での評価の表現

項目別評価
プロット図

30
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100
度

合
い

＜2011年目標達成度合い＞

注）縦軸を表わす。

重点的施策項目ごとに定め
る2011年度達成目標に対する
進み具合を係数化してプロット

ほぼ達成
の域に

達したエリア

現状の維持が
ふさわしいエリア

Ⅵ 総括評価の考え⽅（総括図の⾒⽅）
2
0
1
1
年

目
標

達
成 する。

（2011年度目標に対する
進捗の度合い）

急いで行動
すべきエリア 行動目標の検討を

要するエリア
0

0 1002003年評価度合い

31

要する リア

＜2003年評価度合い＞ 注）横軸を表わす

行動目標ごとの年度達成度合いから、重点的施策項目単位での達成度合いを係数化してプ
ロットする。（2003年度目標に対する達成の度合い）

環境評価作業部会 二つの評価
時期
ｈｙ

住 民 ニセコ町役場 備考

４⽉

８⽉

（担当現
課）

事業ヒア
リング

プ
ロ
セ

評価
参
画 情

要
求実

報告

８⽉

12⽉

４⽉

５⽉

リング

予算編成

（次年
度）事業
反映

ス
評
価

ア
ウ
ト
プ

評価作業部会

一次（基礎的）評価

推進

住

民

評価
作業
部会

画

情
報

情
報
共
有

求実
践
・
行
動

フィー
ドバ
ック

参６⽉

８⽉ 素案決定（町⻑）

公表（町⻑）
32

プ
ッ
ト
評
価

環境審議会

参
画

推進
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持続可能な社会を創る７つの提案
1  ⼈を⽣かす、創る
2 地域の将来像を描く
3 戦略的に事業を組⽴てる
4 環境、経済、社会を合わせる
パ トナ シ プを深める

33

5 パートナーシップを深める
6 ⾏政を総合化する
7 率先例をつくりだす

野洲市 地域通貨で市民共同発電

34
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35 「すまいる」進化

池⽥町ゆうき・げんき正直農業

町独⾃ 基準 運営

⽣産における安全・安⼼を証明し、消費者に届
ける仕組み

町独⾃の基準で運営
⼀筆ずつ現地審査
認証されたら「シール交付」

▼ 現地審査会の様⼦

▲ ゆうきげんき正直農業の農
地に設置されている看板

環境首都コンテスト 東北地域交流会 2009
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15坪で年商1億４０００万円

感動体験南信州(飯田市等)
・地域の生業を活かしたツアープ
ログラム

・目的別、年齢層別の多様多種
のプログラム

・飯田市商業観光課が体験教育
旅行の受け入れからスタート

・軌道に乗った段階で南信州18
市町村と株式会社「南信州観
光公社」

38

光公社」

環境首都コンテスト 東北地域交流会 2009
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スラバヤの生ごみ堆肥化事業
・2004年から、廃棄物埋立地にそのまま投棄される生ゴミからメ
タンガスの抑制とごみそのものの減量を図る
・地域に根付く技術として生ゴミ堆肥化技術を開発し、普及
現地のＮＧＯ コミ ニティ 行政との協働によ て 20世帯から・現地のＮＧＯ、コミュニティ、行政との協働によって、20世帯から

始めたモデル事業が約8,000世帯にまで拡大し、家庭からの生
ゴミ発生量が大幅に減少した。

39

持続可能な社会を創る７つの提案
1  ⼈を⽣かす、創る
2 地域の将来像を描く
3 戦略的に事業を組⽴てる
4 環境、経済、社会を合わせる
5 パ トナ シップを深める

40

5 パートナーシップを深める
6 ⾏政を総合化する
7 率先例をつくりだす
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協力と協働(パートナーシップ)は異なる

パートナーシップと言われている事業、活動
の多くは協力関係

協力はいいことだ。しかし、協働ではない

ともに主体的(責任とイニシアティブ)にかつ
相乗的な成果が得られる仕事の組み立てをし
て協働・パートナーシップになる

41

パートナーシップの評価42
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南信州おひさま発電所･設置プロジェクト
２００８年度までで合計1208kW、約150ヵ所の太陽光発電シ
ステムの設置を⾏うプロジェクトです。

太陽光発電システムの設置太陽光発電システムの設置
（電⼒の利⽤）（電⼒の利⽤）

南信州地域を中⼼とした
約150ヶ所の

保育園・公⺠館・⺠間事
業所等

公的施設公的施設
事業所事業所

都道府県別出資者分布

44
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市民参加型の太陽光発電事業まほろば事業の展開

さんぽちゃん

市民発電ＮＰＯ （有）おひさま進歩市民発電ＮＰＯ

「南信州おひさま
進歩」

2004.2.16設立

（有）おひさま進歩
エネルギー会社

2004.12,24設立

自治基本条例、まちづくり基本条例
ニセコ町まちづくり基本条例
第5条（参加原則）
町は、町の仕事の企画立案、実施及び評価のそれぞれの過程において、町民
の参加を保障する。
第3条（情報の権利）第3条（情報の権利）
わたしたち町民は、町の仕事について必要な情報の提供を受け、自ら取得する
権利を有する。
第10条（まちづくりに参加する権利）
わたしたち町民は、まちづくりの主体であり、まちづくりに参加する権利を有する。

飯田市自治基本条例

議会が中心にな てまちの憲法を策定した

46

議会が中心になってまちの憲法を策定した

議会が市民会議を設置して条例案を作成した

市民に対する説明、意見募集の地区説明会を実施、議員が受け付けも行った。

市長にも内容検討を依頼して、条例化

環境首都コンテスト 東北地域交流会 2009
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周南市『ひと･輝きプロジェクト』
・3年間かそれ以上の継続実施ができること。

・市の果たす役割が資金の提供または設備の供

与のみではなく、制度、体制等の点で市が参加

することにが条件と協働を前面に出している

47

倉敷市『ひと、輝くまち 市民企画提案事業』

横須賀市『企画提案型市民協働モデル事業 』

市川市市民活動１％支援制度実施状況

48

＊⾦額には地域ポイントによるものを含む
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2008年度の団体活動分野

49

持続可能な社会を創る７つの提案
1  ⼈を⽣かす、創る
2 地域の将来像を描く
3 戦略的に事業を組⽴てる
4 環境、経済、社会を合わせる
パ トナ シ プを深める

50

5 パートナーシップを深める
6 ⾏政を総合化する
7 率先例をつくりだす
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多治見市 政策形成ヒアリングが
必要になった理由

問題意識 1
「環境基本計画」が「環境課の基本計画」になって「環境基本計画」が「環境課の基本計画」になって
いないか
問題意識 2
ISO14001が「エコオフィス」に特化されていないか

都市計画や土木部署の環境管理が「オフィスの節
電」「紙の減量」でよいのか

51

電」「紙の減量」でよいのか
問題意識 3
財政再建、行政改革、人材育成、環境行政・・・
あふれる課題をどう消化していくのか

従来の⾏政運営イメージ
財政課 企画課 環境課 各事業課財政課 画課 環境課 各事業課

財
政
再
建

行
政
改
革

総
合
計
画

環
境
基
本

個
別
計
画
の

個
別
事
業
の

52

建革 本
計
画

の
推
進

の
実
施
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めざす⾏政運営イメージ
財政課 企画課 環境課 各事業課財政課 画課 環境課 各事業課

総合計画の推進

行政改革・財政再建

環境基本計画の推進

53

環境基本計画の推進

個別計画・個別事業の総合的な推進

政策形成ヒアリング

目標管理制度 その他

多治見市
市街地の用水路整備（建設部）

・建設部の⽬的：⽼朽化した⽔路の改修
⾏政改⾰：市施設の維持管理へ地域住⺠の・⾏政改⾰：市施設の維持管理へ地域住⺠の

参画を→企画・設計時から
・若⼿職員⾃主研修：「メダカの学校構想」

→⼈事秘書課 管掌
環境基本計画：市街地での親⽔空間整備

54

・環境基本計画：市街地での親⽔空間整備、
ビオトープづくり

上記を兼ね備えた整備計画づくりへ
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メダカ通りビフォー
アフター

552004年2001年

メダカ通り

植栽活動 (2001年)

56
2006年
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住民が作った田んぼ
ビオトープ

57

持続可能な社会を創る７つの提案
1  ⼈を⽣かす、創る
2 地域の将来像を描く
3 戦略的に事業を組⽴てる
4 環境、経済、社会を合わせる
パ トナ シ プを深める

58

5 パートナーシップを深める
6 ⾏政を総合化する
7 率先例をつくりだす
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挑戦ー地域から日本を変えるー

第３集 高畠町、飯田市、北九州市
第２集 板橋区 多治見市 水俣市

第3回セミナー開催 2月28日午後

読売広告社 コムホール

第２集 板橋区、多治見市、水俣市
第１集 住民参画
ニセコ町、大和市、津山市、熊本市
（財）ハイライフ研究所との協働

59

http://eco-capital.net/
office@eco-capital.netoffice@eco capital.net

主幹事団体 環境市⺠
電話 075-211-3521
FAX 075-211-3531
http://www.kankyoshi
min.org
life@kankyoshimin.org

著作権上の理由から、この資料の
許可のない複製はご遠慮ください
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